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平成20年度　施策評価シート

事業費/
人員

2,336

指標５
（単位：％）

指標３
（単位：人）

事業費/
人員

指標４
（単位：％）

指標５

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

指標４

指標３

ゆとりある　みどり豊かな環境共生都市をめざして

第２章　水やみどりの保全と創造に努めます

第１節　相模川の保全と魅力づくり

相模川の魅力づくり

相模川クリーン作戦参加者数指標２

指標１

267

188,549

22120

１　施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

課長名

環境経済局

水みどり環境課

海老原　俊幸

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

合計

事業費

人件費

指標名

270,115

＊人件費は、職員一人あたり　Ｈ17：805万円、Ｈ19：805万円として算定。人口は、66.7万人（Ｈ18.4.1現在）、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）とした。

平成１９年度の減額は、観光振興に関わる事業費を対象外と
したため。

296

　 相模川計画に基づき、相模川の自然の保全や美化活動を実践する「相模川を愛する会」への活動支援を行うとともに、建設後20年
を経過した「相模川ふれあい科学館」の再整備に向けた検討を進めるなど、相模川の魅力づくりや快適な空間づくりを進める。

２　事業費・人員      　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

年度 増減の主な理由

３　成果・活動指標

平成17年度（決算）

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

基準年を含めた過去10年間（H8～H17）の参
加平均人数2,700人の1割増（約3,000人）を
目標とした。

2,700

100.0 100.0

目標値 実績値 実績値実績値 目標値 目標値 目標値

100.0100.0

2,666

99.9

2,800 2,900 3,000

100.0指標１
（単位：％）

事業費/
人員

指標２
（単位：％）

事業費/
人員

事業費/
人員

平成19年度（決算）

197,504 188,549

72,611

指標の基準値の定義 目標値の考え方（根拠）

相模川ふれあい科学館入館者数

基準値

過去最大の年間利用者数（平成17年度）
・基準値＝111,135人＝100％

年2回の相模川クリーン作戦への参加者数（平成17年度）
・基準値＝2,336人

指定管理者の募集要項に準じ、基準値＝目
標値とする。



課題
相模川ふれあい科学館は、建設から20年以上が経過し、展示の陳腐化や施設の老朽化が進んでいるため、再
整備が必要である。

解決策
地域の活性化や観光振興・環境教育等の拠点になり、新たな相模川の魅力を発信する施設を目指して、再整
備の計画を進める。

市民満
足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

Ｂ

ハード整備による課題解決は、ハードの老朽化に伴い課題が再発する可能性をはらんでいるので、ソフト事業によ
る課題解決を検討されたい。

４　市民満足度調査結果（平成20年度実施分）
○この施策の満足度は3.470で121施策の中で5番目。
○重要度は3.704で84番目である。
○改善要望度は-0.3165で111番目である。
○年齢別にみると、満足度は20代で最も高く、50代で最も
低くなっている。重要度は40代で最も高く、50代で最も低く
なっている。
○地区別にみると、満足度は北部で最も高く、津久井で最
も低くなっている。重要度は西部で最も高く、南部で最も低
くなっている。

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

視点の
種類

５　１次評価（２つの視点から評価を行う）

有効性

Ｈ18評価点

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事業
展開している

評価基準・
着眼点

評価点

4　2　1

4　2　1

合計

１次評価

Ｂ

２次評価施策の目的を明確化・具体化する必要がある
⇒新しい総合計画に反映する

4
評価結果に基づく区分（２項目の合計点数による）

　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

７　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

Ｂ

６　課題と解決策（現状または、評価結果から）

4　2　1

前回（Ｈ18）評価結果との比較分析

前回の評価では、指標の基準値を開設当初の入館者数としていたが、基
準値を科学館開館以来の過去最大値に変更したため。

4　2　1

相模川の魅力づくり

20代
30代

40代

50代

60代

70歳以上
北部

西部

南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.178

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　

←
　
重
要
度
　

→
　
低
い

平均　3.859



コード 22120

構成事務事業一覧

単位：千円

事務事業
担当課

構成事務事業
Ｈ19決算見込

（事業費）
Ｈ20予算
（事業費）

Ｈ21見込額
（事業費）

事業効果
の高い

指標番号

前回の
優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17決算額
（事業費）

Ｈ１７合計
（人件費含む）

水みどり環境課
みどり対策課

施設管理運営費（ふれあい
科学館　委託分）

83,800 83,800 83,800 2 3 0.02 95,947 96,108

水みどり環境課
みどり対策課

施設管理運営費（ふれあい
科学館　本課分）

4,126 2,740 2,740 2 4 1.50 160 12,235

水みどり環境課
みどり対策課

緑地等維持管理費 88,356 91,523 91,523 3 2 3.00 78,001 102,151

水みどり環境課
みどり対策課

相模川を愛する会補助金 500 500 500 3 9 0.60 1,200 6,030

観光振興課 キャンプ場管理運営費 7 0.10 13,029 13,834

水みどり環境課
みどり対策課

ふれあい科学館施設維持補
修費

1,887 2,800 2,800 2 1 0.10 1,494 2,299

観光振興課 相模の大凧センター経費 6 0.20 1,441 3,051

観光振興課 市観光協会補助金 10 1.50 3,230 15,305

観光振興課 泳げ鯉のぼり相模川 8 0.50 2,640 6,665

水みどり環境課
みどり対策課

相模川沿岸施設等活用事業
(再掲）

718 435 435 5 1.50 362 12,437

城山経済環境課 緑地等維持管理費 6,110 6,915 6,915 3 0

城山経済環境課
相模川沿岸施設等活用事業

（再掲）
24 36 36 0

津久井環境課 緑地等維持管理費 2,925 3,052 3,052 3 0

津久井環境課
相模川沿岸施設等活用事業

（再掲）
103 199 199 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

188,549 192,000 192,000 9.02 197,504 270,115

相模川の魅力づくり


